
糖尿病・内分泌代謝内科　関戸 貴志 医師
信州大学医学部卒。信州大学医学部附属病院などを経て、今年４月に岡谷市民病院に着任。
日本糖尿病学会専門医。糖尿病診療を中心に、地域に貢献したいと抱負を語る。休日は２
人の子どもの育児にも励んでいる。
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２
０
１
６
年
、
国
内
の
糖
尿
病
患
者
は

１
０
０
０
万
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
、
い
ま

や
糖
尿
病
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近
な
病
気

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
岡
谷
市
民
病

院
に
着
任
し
た
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
代
謝
内

科
の
関
戸
医
師
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

―
岡
谷
市
民
病
院
に
赴
任
し
て
の
感
想
は
。

　

き
れ
い
な
病
院
で
全
体
的
に
患
者
さ
ん
が

多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
と
く
に
、
わ
た
し

が
専
門
と
し
て
い
る
糖
尿
病
は
諏
訪
地
域
で

専
門
医
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当

院
の
糖
尿
病
専
門
外
来
を
受
診
す
る
患
者
さ

ん
が
多
い
で
す
ね
。

―
岡
谷
市
民
病
院
は
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
が
。

　

糖
尿
病
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
初
期
段
階
か
ら

関
わ
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
院
内
の

各
科
、
各
部
署
が
一
丸
と
な
っ
て
糖
尿
病
で

生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
糖
尿
病
専
門
外
来
で
の
診
療
や
、
糖

尿
病
看
護
認
定
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
が
連
携
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
糖
尿
病
を
知
っ
て
も
ら
い
予

防
し
て
も
ら
う
た
め
の「
糖
尿
病
教
室
」を
定

期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
一
体
的
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
。

　

か
ん
た
ん
に
い
う
と
、
高
血
糖
に
繰
り
返

し
な
る
こ
と
で
、
す
い
臓
が
持
っ
て
い
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
機
能
が
落
ち
て
、
血
糖
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
病
気
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン

と
は
血
糖
値

を
下
げ
る
ホ

ル
モ
ン
の
こ

と
で
す
。

　

糖
尿
病
に

な
る
と
３
大

合
併
症
と
い

わ
れ
る
「
網

膜
症
」、「
腎

臓
病
」、「
神
経
障
害
」
や
、
動
脈
硬
化
、
心

筋

塞
、
脳

塞
と
い
っ
た
病
気
に
か
か
る

リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
と
く
に
目
は
眼
科

を
受
診
し
な
け
れ
ば
状
態
は
わ
か
ら
な
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
ね
。
網
膜
症
は
失
明
原

因
全
体
の
２
割
を
占
め
ま
す
し
、
ひ
ど
い
場

合
に
は
突
然
目
の
前
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
、

そ
れ
き
り
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
病
院
に
来

る
人
も
い
ま
す
の
で
。

―
糖
尿
病
の
原
因
は
。

　

食
生
活
や
運
動
習
慣
な
ど
、
生
活
習
慣
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
不
規
則
な
生
活
も
太
り
や
す
く

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
早
食

い
や
、
食
事
の
回
数
を
減
ら
し
て
３
食
分
を

２
回
で
と
っ
た
り
す
る
こ
と
も
血
糖
値
の
上

昇
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

―
糖
尿
病
の
治
療
法
は
。

　

血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
一
般
の

人
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。
そ

の
た
め
、
軽
度
の
人
に
は
栄
養
指
導
を
し
て
、

食
事
療
法
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
れ
で
改
善
し

な
い
場
合
は
、飲
み
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
を
使
っ

て
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

―
糖
尿
病
予
防
に
つ
い
て
。

　

日
常
生
活
で
気
づ
き
に
く
い
病
気
な
の

で
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
診
す
る
な
ど

早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
日
々
の
運
動
や
食
べ
過
ぎ
に
も
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
一
般
的
に
は
、
体
重
が
大

幅
に
増
加
し
た
と
き
に
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
定
期
的
な
体
重

管
理
と
食
生
活
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
ね
。

―
最
後
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ひ
と
こ
と
。

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
う
で
な
い
人
も
対
象
に
し
た
「
糖
尿
病
教

室
」を
開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
多
く
の
み

な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

13
糖尿病ってどんな病気？糖尿病ってどんな病気？

生活習慣の乱れにご用心…生活習慣の乱れにご用心…

岡谷市民病院の医療現場から、市民に役立つ関連情報を定期的にお送りします

次
回
は
、
呼
吸
器
内
科  

小
林
信
光
医
師

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

糖尿病教室の
お知らせ

●10月18日（木）  糖尿病網膜症、糖尿病性腎症について
●11月21日（水）  歯周病、糖尿病足病変について

場所：岡谷市民病院３階大会議室　 時間：午後２時～３時　 ※参加費・申込み不要7

岡谷市民病院 ◆ ほすぴたルポ
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時間…午後1時30分～３時30分
場所…カノラホール 小ホール

《オープニングセレモニー》 和太鼓の演奏　時間：午前9時３０分～

《ミニ講演会》「骨をつなぐ、命をつなぐ。～少年スポーツから骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

まで～」
時間：午前１１時３０分～　　場所：１階エントランス
講師：岡谷市民病院 整形外科　田中  学 医師 　

●寸劇　　　　　●ミニコンサート
●抹茶コーナー　●作品展示
●ちびっこドクター・
　ちびっこナースに変身

●内視鏡・腹腔鏡・電気メス体験
●骨密度無料測定　　●心臓超音波体験
●救急車・消防車乗車体験

特別講演会「挑戦する心の持ち方」
講師：清水宏保さん（長野オリンピック金メダリスト）

問合せ●岡谷市民病院 ☎２３ー８０００ （庶務課）

参加券が必要です（配布済み）

広
告

第7回 岡谷市民病院「病院祭」
～ふれあい地域に根ざした病院へ～

【岡谷図書館駐車場について】病院祭当日は岡谷図書館の駐車場は使用できません。図書館利用のみなさんは、誘導
員の指示に従って、岡谷市民病院第２駐車場をご使用ください。ご協力をお願いいたします。

10月13日（土） 午前9時30分～午後2時
場所：岡谷市民病院

そのほか、物販などイベント盛りだくさん！

※特別講演会は
　午後3時30分終了
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申込み・問合せ●子ども課（内線1265）・FAX 24-2755・Eメール kodomo@city.okaya.lg.jp

入場無料託児あり

　「育児が大変」「子どもが動き回ってい
うことを聞いてくれない」「勉強に集中で
きない」「うちの子、発達障がいなのでは
…」など、気になったり、心配に思うこと
はありませんか？ 
　多くの子どもを診察・治療している小
児科の医師から、子どもへの接し方や対
応方法など、具体的にお話しいただきま
す。みなさんの参加をお待ちしています。

期日…10月28日（日） 
時間…午後1時３０分～３時（開場：午後１時）   
場所…諏訪湖ハイツ 大会議室
講師…小林 桂子さん
　　　（信濃医療福祉センター 小児科医師）
※講師に質問がある場合は、10月10日(水)
までにEメール・FAXにてご連絡ください。
※託児を希望する人は、10月12日（金）まで
に申し込んでください。

小林 桂子医師
平成7年に信州大学
医学部附属病院小児
科勤務。その後、市
立岡谷病院、県立木
曽病院、県立こども

病院、中信松本病院を経て、平成20
年に信濃医療福祉センター非常勤医
師、平成24年に常勤医師となり現在
に至る。肢体不自由児および重症心
身障がい児のほか、発達に心配のあ
る子どもの診察、治療を行っている。

〈講演会〉 発達が気になる子への対応 

活
の
泉

マンスリー　　　　トピックス

「まちの活力」「ひとの活力」
今月の快活生活通信

　今年度で18回目となる平和体験研修が、８月５
日～７日に行われ、市内４中学校の２年生代表
20名が広島の地を訪れました。
　６日には、原爆投下に合わせて行われた平和
記念式典に参列し、厳粛な雰囲気の
なか、世界各国から訪れた多くの参
列者とともに、戦没者を追悼し、平和
を祈りました。現地では、事前に各自

で設定した学習テーマをもとに、原爆ドームや広島平和記念資料館などの
施設を見学、被爆証言者の講話を聞き、平和についての学習を深めました。
　８月20日に行われた解団式では、参加者が研修での感想を発表し、そ
れぞれが広島の地で見て聞いて感じた、戦争、原爆の悲惨さを、二度と
繰り返さないよう、家族や友人、地域の人たちに伝えていくことなど、自分
たちのできることから始めていきたいと、強く決意しました。

平成30年度　岡谷市平和体験研修

広めよう 深めよう 広島の軌跡
～命の大切さ ・ 平和への願い～

あいさつではじまる“ふれあいたいむ”　秋季推進旬間…10月17日（水）～26日（金）

問合せ●教育総務課（内線１２１８）　

　日々の生活のなかで、子どもたちを犯罪や交通事故から守ろうという、
ちょっとした気配りの時間が“ふれあいたいむ”です。
　小中学校の児童生徒が登下校する時間帯に、地域のみなさんが散歩やジョ
ギング、清掃、買い物をしながら、また事業所や商店では、屋外での活動を
しながら、子どもたちの安全と安心を見守る事業です。それぞれの学校・地
域単位でさまざまな見守り活動が行われ、地域交流の場ともなっています。
期間中は、みんなで活動に参加し、地域などで子どもたちの見守りの輪を広
げていきましょう。
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